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１．設置箇所は、発注者が指示した箇所とする。

２．獣害防護網は下記の寸法を基本として設置する。

３．獣害防護網の設置箇所は枝条及び下草を確実に取り除くこと。

４．獣害防護網の下段部は確実に地面に設置し、5㎝目合のネットが地上高70㎝程度の高さで設置すること。

５． 監督職員の指示する箇所に、出入りできるファスナーを取り付けること。

６． この仕様書及び標準図により難い場合は、監督職員に申し出て、その指示により実施すること。

部材名 規格

獣害防護網設置仕様書及び標準図【上段10㎝目合・下段5㎝目合】

支柱 FRP　φ33mm×2.4ｍ

支柱控えロープ φ6mm×55ｍ

支柱控えアンカー シャトルアンカー　400mm   

本体ネット固定アンカー シャトルアンカー　400mm   

皮膜番線 ＃16　15m

獣害防止ネット

2.2m×50ｍ
上段10cm目合 PE：約1.2m（PE400/D40本）
 下段5cm目合 PE：約1.0m（PE400/D60本）

ステンレス入SUS0.3/4本
5cm目合上限より80cm編み込み

上（6φ）・中（4φ）・下（4φ）ロープを
本体ネットに編み込んだ一体型仕様

（※１）

下段部０．３ｍ程度

支柱間３．３３m程度

（※１）支柱上部の上張ロープを巻き結びにより固定

（※２）標準図の通り、上張(φ6）・中張（φ4）・下張（φ4）ロープを本体ネットに編み込み済みの仕様

地上髙 １．９m程度

１．１m程度

支柱埋設

０．４m程度

０．８３m程度

（※２）

上段部０．７ｍ程度







１．設置箇所は、発注者が指示した箇所とする。

２．シカ防止ネットは、下記の寸法を基本として設置する。

３．シカ防止ネット設置箇所は枝条及び下草を取り除くこと。

４．支柱の間隔は3.30m程度とし、上張りロープが垂れ下がらないよう設置すること。

５．支柱と本体ネットは上・中・下３箇所、結束バンドで固定すること。

６．下張りロープと裾抑えロープの間は、区域の外側に広げて地面に接するように敷くこと。

７．アンカーは、下張りロープに1.0m程度の間隔、裾抑えロープのに1.0m程度の間

 隔で設置し、ロープと地面に隙間が出来ないようしっかり固定すること。

８．支柱控えロープの固定は、アンカーを使用すること。

９．歩道と接続する箇所は、監督職員の指示に基づき開閉できる出入口を作製すること。

10．その他作業の実施に当たって疑問等のある場合は、監督職員と協議の上実施すること。

鹿防護網設置仕様書及び定規図
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１．設置箇所は、発注者が指示した箇所とする。

２．獣害防護網は下記の寸法を基本として設置する。

３．獣害防護網の設置箇所は枝条及び下草を確実に取り除くこと。

４．獣害防護網の下段部は確実に地面に設置し、5㎝目合のネットが地上高70㎝程度の高さで設置すること。

５． 監督職員の指示する箇所に、出入りできるファスナーを取り付けること。

６． この仕様書及び標準図により難い場合は、監督職員に申し出て、その指示により実施すること。

部材名 規格

獣害防護網設置仕様書及び標準図【上段10㎝目合・下段5㎝目合】

支柱 FRP　φ33mm×2.4ｍ

支柱控えロープ φ6mm×55ｍ

支柱控えアンカー シャトルアンカー　400mm   

本体ネット固定アンカー シャトルアンカー　400mm   

皮膜番線 ＃16　15m

獣害防止ネット

2.2m×50ｍ
上段10cm目合 PE：約1.2m（PE400/D40本）
 下段5cm目合 PE：約1.0m（PE400/D60本）

ステンレス入SUS0.3/4本
5cm目合上限より80cm編み込み

上（6φ）・中（4φ）・下（4φ）ロープを
本体ネットに編み込んだ一体型仕様

（※１）

下段部０．３ｍ程度

支柱間３．３３m程度

（※１）支柱上部の上張ロープを巻き結びにより固定

（※２）標準図の通り、上張(φ6）・中張（φ4）・下張（φ4）ロープを本体ネットに編み込み済みの仕様

地上髙 １．９m程度

１．１m程度

支柱埋設

０．４m程度

０．８３m程度

（※２）

上段部０．７ｍ程度
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